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六甲トンネルの濁水流入による津門川での魚類大量死
2018年12月5日 菅澤邦明氏（津門川の自然を守る会）撮影



魚道の新設（2003年）
西宮市民の陳情により西宮土木事務所が工事



津門川で確認された魚類（2003年7月調査）
かなり多くの魚種が生息していた

アユ

ナマズ

ドジョウコウライモロコカマツカニゴイオイカワ

カワムツヒゴイギンブナコイ

ウナギメナダボラスズキマハゼ

ドンコウキゴリカワヨシノボリトウヨシノボリ



崩壊寸前の水生植物育成地（2019年2月）



津門川の魚道（正面からの写真）

・階段式魚道（１段目は横幅が狭く、落差があり、急流になる。）
・１段～５段の間はプール状で水深があるので、遡上しやすい。
・１段目から下の水面まではかなりの落差があり、水深も浅いので、魚が１段
目まで遡上することが難しい。
・魚道の基本構造は変えないで、１段目と水底の間に工夫をして、水流を緩や
かにし、魚などの水生動物が遡上しやすいように工夫出来ないだろうか？



津門川の魚道（上からの写真）
・魚道の1段目と2段目の間はプール状。
・1段目から下の水面までは落差があり、急流。
・1段目の下の水面が非常に浅い。
・その下流５ｍほどからは深くなっている。



魚道の参考１
表面に自然石を埋め込んだ傾斜式の魚道の例。津門川では、川の表面を流
れるゴミがここに留まり、景観が悪くなる心配もある。



魚道の参考２
籠の中に玉石を配置した簡易な方法（仁川にて）



魚道の参考３
石積み魚道の工事中と思われる写真



魚道の参考４（山本撮影）
コンクリート平板の斜め置きで、水流を緩やかにする（仁川にて）


